
　
◆
原
田
哲
男
彫
刻
展

　

10
月
７
日
ま
で
「
原
田
哲
男
彫
刻
展　

有
機
の
世

界
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
原
田
哲
男
さ
ん
は
旧
新

津
市
（
現
新
潟
市
秋
葉
区
）
生
ま
れ
で
、
現
在
は
フ

ラ
ン
ス
で
制
作
し
て
い
ま
す
。
原
田
さ
ん
と
い
え
ば

石
の
彫
刻
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今

回
は
ス
テ
ン
レ
ス
の
作
品
も
出
展
さ
れ
て
い
ま
す
。

像
高
２
㍍
の
大
作
『
大
き
な
「
生
命
の
形
」』
を
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
ガ
ラ
ス
前
に
展
示
し
て
い
ま

す
が
、
磨
き
上
げ
ら
れ
た
ス
テ
ン
レ
ス
の
表
面
に
外

の
公
園
の
池
や
緑
の
芝
生
が
映
り
、
光
を
受
け
て
刻

一
刻
と
変
化
す
る
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
と
て

も
印
象
的
で
す
。

　

ま
た
、
若
い
フ
ラ
ン
ス
人
映
画
監
督
ジ
ャ
ン
＝
フ

ラ
ン
ソ
ワ
・
エ
ヴ
ァ
ン
さ
ん
が
手
掛
け
た
短
編
映
像

を
上
映
し
て
い
ま
す
。
彼
は
原
田
さ
ん
の
作
品
に
惚

れ
込
み
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
制
作
中
と
の

こ
と
。
上
映
し
て
い
る
の
は
そ
の
一
部
を
編
集
し
た

も
の
で
す
。
原
田
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
生
き
方
や
作

品
の
テ
ー
マ
が
凝
縮
さ
れ
た
フ
ィ
ル
ム
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
田
か
お
り
）

◆
老
化
⑥

　

糖
化
を
防
ぐ
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
の
研
究
が

進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
血
糖
値
を
上
げ
な
い
こ
と
が
肝
心
の
よ

う
で
す
。
特
に
食
後
の
血
糖
値
の
急
上
昇
は
避
け
た

ほ
う
が
良
い
と
の
こ
と
。
食
後
の
血
糖
値
を
ゆ
る
や

か
に
代
謝
す
る
た
め
に
、
食
後
一
時
間
以
内
に
軽
い

運
動
を
す
る
こ
と
が
お
勧
め
の
よ
う
で
す
。
糖
質
の

多
い
食
品
を
食
べ
過
ぎ
な
い
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

次
に
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
自
分
の
体
に
入
る
糖

化
物
質
を
減
ら
す
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
焦
げ

た
食
べ
物
や
、
茶
色
く
焼
け
た
部
分
を
食
べ
過
ぎ
な

い
こ
と
で
す
。
料
理
も
焼
く
よ
り
煮
る
こ
と
を
増
や

す
と
効
果
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
ス
ト
レ
ス
に
よ
っ
て
新
陳
代
謝
が
低
下
し

て
し
ま
う
の
で
、
ス
ト
レ
ス
解
消
も
必
要
。
そ
し

て
、
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
こ
と
も
推
奨
さ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
ア
ン
チ
糖
化
作
用
の
あ
る
成
分
の
カ

テ
キ
ン
や
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
を
摂
取
す
る
の
も
有
効

の
よ
う
で
す
。
ハ
ー
ブ
や
野
菜
に
糖
化
を
阻
害
す
る

作
用
が
発
見
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
ド
ク
ダ
ミ
茶
や

ジ
ャ
ス
ミ
ン
茶
な
ど
を
試
し
て
み
る
の
も
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岡
西
英
孝
）

◆
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

　

８
月
か
ら
11
月
上
旬
ま
で
「
未
来
の
チ
カ
ラ
in
魚

沼
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
い
る
新
潟
日
報
社

で
は
、
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
長
岡
教
室
の
魚
沼
会

　

子
ど
も
た
ち
は
、
ど
う
し
た
ら
キ
レ
イ
に
な
る
か

な
と
か
、
か
わ
い
く
な
る
か
な
、
か
っ
こ
よ
く
な
る

か
な
、
お
も
し
ろ
く
な
る
か
な
、
な
ど
一
生
懸
命
考

え
な
が
ら
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
10
月
13
日
か
ら
始

ま
る
企
画
展
で
全
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
プ
ロ
の
現

代
ア
ー
ト
作
家
と
の
コ
ラ
ボ
も
お
楽
し
み
い
た
だ
け

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
小
さ
な
芸
術
家
、

未
来
の
芸
術
家
の
作
品
を
ぜ
ひ
、
ご
覧
い
た
だ
き
、

芸
術
の
秋
を
イ
ケ
ビ
で
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
口
加
奈
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
作
品
に
さ
わ
っ
て
く
だ
さ
い
！

　

県
内
各
地
で
国
民
文
化
祭
と
全
国
障
害
者
芸
術
・

文
化
祭
が
開
催
中
で
す
。
当
館
で
も
「
ふ
れ
る　

か

ん
じ
る　

楽
し
い
美
術
展
」
を
特
別
企
画
し
、
県
内

外
の
作
家
32
人
の
作
品
を
10
月
７
日
ま
で
展
示
し
て

い
ま
す
。
初
日
の
９
月
15
日
は
、
開
場
式
と
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
、
作
品
解
説
会
、
筑
波
大
附
属
視
覚
特
別
支

援
学
校
に
学
ぶ
地
元
出
身
の
中
学
生
・
石
田
乃の

彩あ

さ

ん
の
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
、
子
ど
も
に
大
受
け
だ
っ

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
ウ
ン
チ
シ
ュ
ー
ズ
づ
く
り
）

が
あ
り
、
大
勢
の
来
館
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

全
国
至
る
と
こ
ろ
、
作
品
に
さ
わ
っ
て
は
い
け
な

い
展
覧
会
ば
か
り
で
す
。
本
展
は
反
対
に
、
自
由
気

ま
ま
に
さ
わ
っ
て
も
い
い
、
常
識
破
り
の
美
術
展
で

す
。
作
品
の
質
感
や
凹
凸
、
温
度
差
な
ど
を
肌
身
で

感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
わ
り
だ
す
と
、
結

構
は
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
よ
。

　

信
州
の
善
光
寺
で
胎
内
め
ぐ
り
を
体
験
し
た
方
も

多
い
で
し
ょ
う
が
、
今
回
の
特
別
展
で
は
、
真
っ
暗

な
小
部
屋
（
ワ
ク
ワ
ク
館
）
に
作
品
を
一
点
展
示
し

て
い
ま
す
。
ど
ん
な
形
か
、
手
さ
ぐ
り
で
さ
わ
っ
て
、

想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。　

　

10
月
５
日
に
は
、
モ
ン
ト
レ
ー
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
に
も
出
演
し
た
山
下
久
樹
さ
ん
の
打
楽
器
演

奏
会
が
あ
り
ま
す
。
初
め
て
目
に
す
る
楽
器
も
登
場

し
ま
す
。
参
加
者
に
は
実
際
に
さ
わ
っ
た
り
、
叩
い

た
り
し
て
も
ら
い
ま
す
。
体
の
奥
底
か
ら
音
が
響
い

て
く
る
で
し
ょ
う
ね
。　
　
　
　
　
　
（
高
橋
良
一
）

秋  

号

No.102

場
と
し
て
、
当
館
で
音
楽
、
美
術
、
手
工
芸
な
ど
の

講
座
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
27
日
（
日
）
に
は
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ

ー
ト
in
八
色
の
森
」
を
午
前
と
午
後
の
二
部
構
成
で

開
催
し
ま
す
。
第
一
部
は
、
11
時
〜
12
時
30
分
に
馬

頭
琴
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
二
胡
、
ピ
ア
ノ
、
フ
ル
ー
ト

の
演
奏
会
で
す
。
第
二
部
は
、
午
後
２
時
〜
３
時
に

薫
風
之
音
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
に
な
り
ま
す
（
参
加
料

１
５
０
０
円
、
入
館
料
含
む
）。　
　
　

　

ま
た
、「
バ
テ
ン
レ
ー
ス
」「
基
礎
か
ら
の
仏
像
彫

刻
」「
た
の
し
い
ハ
ー
モ
ニ
カ
」
の
３
講
座
も
開
講

し
ま
す
。
い
ず
れ
も
事
前
申
し
込
み
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
皆
さ
ん
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ

け
る
講
座
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。　
　
（
佐
藤
良
子
）

◆
秋
は
イ
ケ
ビ
で
！

　

今
年
で
３
回
目
と
な
る
「
八
色
の
森
の
美
術
展
＋

八
色
の
森
の
子
ど
も
絵
画
展
」。
先
日
、
南
魚
沼
市

内
の
小
学
校
と
総
合
支
援
学
校
で
、
出
品
作
品
を
作

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
出
前
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

授
業
内
容
は
「
せ
ん
と
い
ろ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

で
し
た
。
ど
の
よ
う
な
も
の
か
は
見
て
の
お
楽
し
み

と
い
う
こ
と
で
、
こ
こ
で
は
詳
し
く
お
伝
え
し
な
い

で
お
き
ま
す
ね
。
私
は
、
３
校
に
お
邪
魔
し
た
の
で

す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
発
想
、
感
性
、
自
由

な
表
現
に
驚
き
、
感
激
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
溢
れ

る
パ
ワ
ー
に
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

2019

八
色
の
森
の
美
術
展
は
10
月
13
日
か
ら
始
ま
り
ま
す



池田記念美術館　展覧会・イベント情報

池田記念美術館　南魚沼市浦佐５４９３－３　（八色の森公園内）
ＴＥＬ ０２５－７８０－４０８０ ／ ＦＡＸ ０２５－７７７－３８１５

【開館時間】 ９：００～１７：００　（入館受付は１６：３０まで）　　
【入 館 料】 一般　５００円　　高校生以下無料          
【ホームページ】 http://www.ikedaart.jp 

【10 月の休館日 】
※水曜日（2 日・9 日、16 日・23 日・30 日）
※ 10 月 8 日、10 日、11 日、12 日は展示替えのため臨時休館

※ 10 月 13 日（日）：八色の森市民まつり協賛で入館無料日

◎他のイベント情報
■池田音楽クラブ「音を楽しむ集い」※入場無料
　■ 10 月 6 日（日）11：30 〜　月例音楽会（フルート、ピアノ、ギター）

　■ 10 月 20 日（日）14：00 〜　フォークソングの日

文化講座　押し花教室
第 5 回　10 月 5 日（土）13 時〜 16 時

講師：関　厚子さん

■第 3 回 八色の森の美術展＋子ども絵画展 2019―えっ！からはじめよう。―

　◎期間：10 月 13 日（日）〜 11 月 30 日（土）

　◎ 1 階企画展示室・多目的ホール・自由室・エントランスホール・廊下展示ロビー、2 階展示室Ⅰ・Ⅱ・廊下展示ロビー　　　　　　　　　　　　　　　

プロの作家と子どもたちの作品を共同展示するユニークな展覧会。今回で 3 回目を迎え、教育的観点でも画期的な試みとして高く
評価され、予想以上の光と可能性があることに気づかせてくれました。期間中、多数のイベントを企画します。

【八色の森の美術展　出品作家】

秋山　潔／石井博康／市川和英／ヴィヴィアン佐藤／薄井崇友／大嶋　彰／小野坂 睦／海發準一／木嶋　彰／清原　亮／葛生裕子
／工藤礼二郎／コイズミ アヤ／小林良一／小山利枝子／含　真治／坂本　聡／佐藤未来／芝　章文／下向惠子／高見基秀／道源綾
香／中島由絵／新山光隆／沼田直英／衣（ハトリ）／原田一平／古川流雄／前田哲明／真島直子／室井公美子／森　馨／吉田　恭
／吉野涼子／与那覇大智

【八色の森の子ども絵画展　参加校】

南魚沼市立後山小学校・赤石小学校・三用小学校・大崎小学校・上関小学校・浦佐小学校・総合支援学校・MSG アートクラブ

■関連イベント

10月13日（日）　※八色の森市民まつり協賛で入館無料日です！
◎ワークショップ　9：30 ～ 16：00
大人気！「超かわいいヘッドドレスをつくろう」
講師：ヴィヴィアン佐藤（出品作家）
参加料：大人 3,000 円（6時間コース、要予約、定員 20名）
　　　　小学生以下 1,000 円（１時間コース、保護者同伴）

◎ギャラリートーク　13：30 ～ 15：00
作品解説：出品作家

◎オープニングパーティー　17：30 ～ 20：00
ジャズピアノミニコンサート：間瀬耕司
参加料：2,000 円（要予約）

10月14日（月・祝）　14：00 ～ 16：00

◎基調講演「Roma Barocca」
ファブリツィオ・クレリチ《ローマの眠り》をめぐって
講師：谷川　渥（美学者・美術評論家）
司会：大橋紀生（『美術手帖』元編集長）

11月2日（土）　14：00 ～ 16：30

◎シンポジウム
「哲学対話を通して学びの場としての美術館を考える」

出席者：河野哲也（立教大学教授）
　　　　松本健義（上越教育大学教授）
　　　　青木善治（南魚沼市立上関小学校校長）
　　　　倉田智浩（「愛 南魚沼みらい塾」理事）
　　　　茂木和佳子（元国際情報高校教諭「魚沼学」担当）
コーディネーター：大嶋　彰（出品作家、立教大学特任教授）

11月3日（日・祝）　14：00 ～ 16：00

◎文化講座
「美術の未来について話そう」

講師：前山裕司（新潟市美術館館長）
　　　丹治嘉彦（参加作家、新潟大学教授）

11月30日（土）　13：00 ～ 15：00

◎出品作家による車座シンポジウム
「絵からはじまる。子どもは芸術家？」

出席者：出品作家

ふれて かんじる 楽しい打楽器の演奏会

10 月 5 日（土）13 時 30 分〜 14 時 30 分
打楽器奏者：山下久樹（胎内市出身）

国際的に活躍する山下さんと一緒に打楽器の世界を楽しみましょう！

参加費無料

ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン
佐
藤
さ
ん
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
風
景
（
昨
年
）


